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)

0.
名
は
專
ち
其
の
賃
銀.基
金
撒
排
颦
'に
由
っ
て
經
濟
學
史
上
：に
記
憶 

せ
^
れ
て
：ゐ
名
。
贊

銀

馨

說

は

凡

そ

.1

千
八
百
ニ
十
年
の
頃
が
ら
同
七.十
年
の
交
に
苴
石
五
十
年
間
、
英
國
經
濟
學
界
に
於
い
て
承 

J
S

せ
ら
：れ
S
居
O'
た
所
の
^
の
で
あ
り
，.而
し
て
此
办
期
間
を
通
七
て
此
：の
學
說
が

 
一/舣
に
行
は
れ
て
房
っ
た
事
實
は
當
時
の
經
濟
學 

:

說
を
し
：て.勞
働
階
級
.の
間

に

不

評

，な
.ら
：し

む.る
に
興
；づ
て
頗
る
カ
が
あ0
た
士
言
饮
れ
'て
ゐ
名
0
:這
般
の
賃
銀
學
說
に
對
し
て
攻
擊
を 

:

加
へ
：：た
最
湖
の
英
國
人
は
實
に
フ
ラ
ン
シ
ス

*

デ
ィ
• 

5ン
，
グ

：
で

叙
.つ
た
。

;

ロ
ン
グ
は
'一
千
八
.百
三
十
一
年
を
以
っ
て
坐
れ
、

一
チ
八
荀
五
十
年
ょ
り
五
十
四
年
に
1
っ
て
牛
沌
大
^
に
_

び

ノ

此

の

間

に

於

い 

'て
^
ョ
ン
,ズ
チ
f
ァ
，J
:>
，
^
ル
.の
經
濟
哲
攀
に
：興
味
を
有
ナ
る
に
室
や
た9
彼
れ
棘一:

汗
八
首
五
十
八
年
、
：辯
護
士
の
喷
胳
を
得*;

.幼
年
勞
働
調
杏
' 委
員
補(assistant commissioner.

,

of 

the children)s Employment: commission) 

•に
往
命
せ
ら
れ
、
 

大
企
業
家

-經

濟

文

献

解

題
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ハ
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l
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e
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濟
文
献
解
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€
接
觸
レ
夕
谨
博
題
^
關
ず
^
實
際
家
：--
0
金
見
ゼ
.
る
，の
_
會
を
：得
た
0
:德
れ
等
.の
人
；々
0

の
潮
論
を
知
悉
せ
名
敎
養
あ
る
人
々
も
居
つ
た
？
彼
れ
は
次
第
に
賃
銀
蕋
金
說
が
謬
妄
の
見
で
お
る
こ
と
：を

確
：®

す
る
に
！e
o
.た
0
彼 

れ
ば
.

1

邛
三
百
五
十
年
以
來
、
條
例
及
び
普
通
法
が
職
人
の
結
合
を
取
り
扱
.っ
.て
來
た
態
度
の
發
達
を
略
述
せ
る

A
n

 I
n
4
&
y

 into 

the L
a
w

 of 

Strikes.

を
一
千
八
百
六
十
年
劍
橋
及
び
倫
敦
に
於
い
て
出
版
し
た
の
で
あ
る
が
、
任
を
解
か
る

i
に
及
ん
で
.、
初
め 

'て
其
.の
賃
顧
甚
金
說
排_
論
を
系
擺
化
す
^
こ
^
が
也
來
た
。
'
.斯
く
て
.八
十
頁
の
短
論
篇
>.Refutation 
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of the 

d
s
o
M
H 

o
^
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M
s
^
a
M 

M
i
l
l
,
M
,

 P. and Mr. Fawcett, 

Mv-
p
.よ
ー
千
-̂

百
六
，
.
 

十
六
年
”
倫
敦
に
淤
い
で
土
梓
せ
ち
各
、
こ
と>
爲
つ
た
0
,':
,

;ン
_;丫 

'
v
'
'
'
.
v
i
^
(:

::
.
.ロ
：ン
グ
の
氣
見
に
據
れ
ば
、
賛
銀
基
金
說
は
下
招
の
加
き
；一
こ
個
の
理
电
に
據
つ
-̂
^

あ
：る
。C

l
>

 I

定
時
に
於
^
て
''
.
'若
し
く
は
ー
定
期
間
を
敏
匕
て
、
：ー
國
に
於
け
る
勞
働
0-
賃
銀
支
拂
に
充
當
せ
ら
れ
得
可
き
資
木
若 

.し
く
は
富
は
、
其
の.ー
：般
的
富
：ょ
り_離
れ
た
.る
確
然
た
る
.甚
金
加
ら
成
1
-%
-
の
で
も
な
け
れ
ば
、
又
、
.
勞
働
の
購
入
の
爲
め
に
豫
定
亡 

ら
れ
た
基
金
か
ら
成
る̂;
の
で
も
な
\A
-

o

o一
 

レ
}
、定
時
に
於
い
て
、

：

蒼
じ
べ
は
ム
fe
期
間
を
通
じ
て
、I .

國
に
於
け
る
從
屬
若
し
く
は 

勞
働
人
口
は
勞
働
の.供
給
*
即
ち
彼
れ
等
0
間
に
.一
國
の
：總
賃
銀
基
金
若
，し
く_は
費
本
が
競
爭
に
ょ
；っ
士
分
配
せ
ら
れ
得
る
勞
働
者
の
- 

T

體
を
組
成
す
る
も
の
で
は
な
や
。

(

，三)

斯
く
の
如
き
賃
顧
基
金
が
、
勞
働
の
賣
チ
及
双
賈
手
の
自
由
競
爭
に
ょ
つ
て

I

自
自
の
作 

用
が
許
さ
石
入
な
ら
ば
一
-
ー
國
の
勞
働
者
ハ
彼
れ
等
が
相
友
に
競
荦
し
得
る
っ
ー
般
的
し
勞
働
者
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
得
る
と
し
た
な
ら 

ば〕

の
間
：に
總
べ
て
分
配
せ.ら
る
ず
む
士
做
す
：の
無
定.ば
需
要
供
終
原
理0
誤
れ
る
；總
念
を.包
含
す
る
.
^
.で
あ
る
0「

玦
2:
.
,
?
2
2
0
0 

即
ち
第
三
の
酸
に
關
し
、

ャ
ン
：グ
は
：
之
ー
ル
，に
ょ
^
で
表
明
せ
.ら
れ
だ
石
需
要
供
給
原
理.を
以
0
,て
其
の
賃
銀
法
則
の
原
理̂
矛
盾
ず
. 

fる
も
の
と
觀
る
<0
:で
：ぁ
：る
：'0
ミ
.ル
に
據
れ
ば
，
：或
る«.
物
に
對
す
る
需
宴
は
其
の
購
入
せ
ら
る
可
き
貨
幣
の
分
量
で
は
な
く
し
て

.
購

.

人
著
に
ょ
つ
て
欲
望
せ
ら
る\
貨
物
其
：の
者
の
分
量
で.あ
る

：
。

：：

然
.る
に
、
彼
れ
の
賃
銀
法
則
は
如
何
な
が
も©
で
あ
；る
か
。
賃
銀
は
人

:'
. 

.
ロ
と
資
本
と
:̂
'
間
ぬ
比
例
忙
瞭
賴
す
る
と
表
ふ
に
在
る©
で
あ
：る
'°(

§

^
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3
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ト
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勞
働
載
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說
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供
給
原
迦
.と
ば
等
し
く
.相
容
れ
ざ
^
も
.の
で
あ
る
。
<

gi"
知

ロ

ン

グ

の

意

見

に

：據
れ
ば
、
新
し
き
財
貨
浩
し
，く
は
富
の
：

坐
！
！

.

.

.
に
便
用
.せ
^
る
、
間
、
：：勞
働#
等
の
»
持
の
：爲
处
に
.利
用
4
得
可
ぎ
富
若
し
く
：は
賛
本
は
賃
銀.を
限
定
す
：る
基
金
で
は
な 

'

'
の
仕
事
ぎ
購
入
す
る
が
爲
め
に.利
用
し
得
可
ぎ
富
の
高
が
眞
の
基
金.で
あ
る
。
^

1
.
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B

シ
グ
は
：此
：ひ
書
支
他
の
多
く
の
人
次
と
共
咚
ミ
ル
及
び
劍
橋
の
盲
經
濟
學
者
で
あ
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l
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a
P
O
I
i
t
i
c
a
l

 V
E
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l
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著
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<
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>
フ
ォ
v
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A
H
e
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7

'
F
a
w
c
e
t
t
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l

^

^

o
あ
る
が
、
而
も
敗
れ
は
、
：
ミ
ル
か

ら
も
ス
ブ
^
す
セ
ッ—

か
ら
も
之
れ
忙
對
ず
吝
禮
狀
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
來
な
^
つ
^

? 

: 

，

.

.に
よ
つ
て
全
然
默
殺
'^
ら
れ
.た
^
で
あ
.る
.̂
當
時
P
經
濟
學
#
に
於
け
：る
最
大
權
威
、
.
’ジ』

:
:金
な
.る
'も
©
.
>存
在
.を
信
ず
各
乙
去
な#-
:̂
至
れ
：る
旨
を
倉
明
せ-1
.め
た
:%
の

は

、
'
是

れ

ょ

り

三

年

の

後

に

現

れ

た

其

の

親

友

ゥ

ィ

リ
：.

ア
ム
•
ト 

V マ
ス
鲁
ゾ
ー
ン
ト
ン
へ'Willia 

日
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o
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？
 (

y'
l

v
^
ソ
が
此
の
書
&
吊
文
を
賢
た

^
は

ー

千

八

^

ハ

十

八

年

屮

二

月lif

十

1
日

で

あ0
た〕

0.
:
ミ

ル

は

ソ
!

•'
::シ
ゝ
ト
シ
<2
>
攻
«
办
前
に
.響
に

降

伏

し

ち

摄

ル

は
1
千
八
百
六
十
九
年
五
月
の
；
？

江̂ 

1

^

|

.

_

^

に
於
5
て
此
の
書
を

:

:

批
評
し
、
班
.の
.係
爭
問
題
に
關
す
る
ソV
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シ
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意
見
.を
承
認
し
>
傭
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の
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反
'
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辯

解

の

餘

地

な

參
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く
、
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に
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の
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戚
朋
友
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厚
，き
彼
れ
が
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友
人
ソ
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ン
ト
ン，

の
批
評
に
對
し
セ
摘
人
的
敬
意
を
表
し
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之
れ
に
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し
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能
ふ
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4
讓
步
せ
ん
と
す
る
の
態
度
を1:

小
し
た0.

と
、
彼
れ
の
晚
¥

‘に
於
い
て
共
の
注
意
が
次
第
に
社
#
•問
®
に
集
中
す
る
に
K

る
に
山
る 

所
が
多
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。

.y
l
ン
ト
ン
.の
箸
書
は
、
少
く
と
も
表
而
上
に
於
い
て
.は
‘、

ロ
ン
ガ
.
の

著

に

依

顿

す

る 

A
と
な
き
も
の
セ
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
ロ
ン
グ
は
、
.ソ
，丨
シ
.ト
ン
が
ミ
ル
の
親
友
で
あ
り
、
又
彼
れ
等
が
倫
敦
に
於
：け
る
同1

の
役 

所(

印
度
事
務
猶0

に
居
卞
、
而
し
て
兩
諧
は
典
に
經
濟
問
題
に
關
す
る
蓉
者
で
あ
る
こ
と
を
聞
知
し
、
而
し
て
彼
れ
；は
彼
れ
鋒
が
自
己 

の
小
冊
子
を
知
れ
る
の
翦
實
を
#
つ
*r
,疑
へ
る
こ
と
な
く
、
又
是
れ
等
知
名
の
著
漭
等
が
彼
れ
の
意
見
を
採
咐
せ
る
こ
.と
を
發
見
す
る 

を
以
つ
て
欣
■'幸
と
し
た
の
.で
あ
る
。
ミ
ル
の
評
論
が『

隔
週
評
論』

に
.
3机
て
後
:»a

ン
グ
は
自
己
の
小
册
子『

棑
擊1

Q

殘
本
に「

一
千 

A
首
六
十
九
年
產
と
範
せ
る
新
た
な
る
表
題
頁
々ミ

-：

ル
の
改
說
に
關
說
せ
る
:#
3
文
：と
を
附
し
、
裝
幀
5:
.
-
'
新
た
：に
じ
!̂
發
寶
.じ
た
？
^: 

誊
の
童
要
性
は
ー
部
の
人
士
に
よ
つ
.て
承

認

せ

；
ら

れ

、

..經
濟
協
會
翰
事(

ff'cretajr7

今 

E
c
o
n
o
m
y

 sopieta

H:
彼
•て 

が
«
の

小

册

子

：：の

著

者

^
る
こ
と
を
認
|
。

，
：俱

樂

部
.の
1£
«
に
於
：い
て
其
0
會
員
と
：會
見
す
る
が
爲
：め
：に
彼
れ
を
招
待
す
る
の
«
:t 

を
拂
：0
た

;.
0
茁
_
の
：後
、
ー
短
い
輕
い
會
話
が
之
れ
に
關
'1
>で
取

：り

交

は

：さ

れ

た

が

，、

'彼
.れ
；の3

.の
變

化

ど

の

：
間
.の
：
關

係

に

就

い

て

は

.何
等

箭

,®
w
Jb
:る
こ
と
が
な
か
，つ
^
0
.

(

ホ
ル
ラ
ン
ダ
ー
に
寄
ぜ
允
る
ド
ン
グ
の
覺
書
及
び
金
最
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に
其
の
後
、
ロ
ン
：グ
に
對
す
る
ソ
'V
ン
ト
ン
の
學
說
的
依
#
關

係

は

屢

々

，
問

題

化

し

、
一

千

八

百

七

十

}年

七

月

：
の
.
.
穿
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:
K3:
e
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_
上
に
現
れ
た
批
評
は
、
ソ
1

ン
ト
ン
が
其
の
著
層
働
論』
の
初
版
に
於
い
-t
r
無
斷
に
ロ
ン
グ
の『

排
擊』

を
採
用
.し
た
こ
と 

を
斷
乎
と
し
て
#
明
し
で
ゐ
る
o (ibid.'yoL 

cxxxi, 
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而
も
、
是
れ
よ
り
數
年
の
後
、
，
フ
ラ
ン
タ
ス
•
エ
！

ゥ
ォ 

1

力

.walker)

は「
1

千
八
百
，六
十
六
年
の
小
冊
子(

即
ち
ロ
ン
^
の
.著
I：
'
指
す)

の
.埋
沒
は
十
分
に
ソ

1

ン
ト
ン
氏
の

»
明
中
に
，受
け
容
れ
ち
る
可
き

」

こ
と
を
認
め
*
而
し
て.這
般
の
不
快
^
る
嫌
疑
ょ
o
.釋
放
せ
ら
.る
、
ザ
爲
め
に「
更
ら
に
，共
れ
^
上
の 

も
が
が
要
せ
ら
る
、
な
ら
ば
>
被
れ(

.ソ
ー
ン
ト
ン)

の
斯
問
題
に
關
す
る
論
述
の
明
か
に
低
劣
な
る
こ
と
は
彼
れ
を
釋
放
す
可
き
で
あ 

る」

と
け
言 

ノ
 
て
ゐ
る
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T

i
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の
如
き
^
亦
、
同
様
に
、「

ロ
.ン
グ
は
恐
ら
く
ソ
ー
ン
ト
ン
に
知
ら
<
 て
居
ら
な
か 

?
こ
.で
あ
ら
ぅ」

と
迤
べ
て
.ね
る
が
、.

「P

も
、
賃
銀
に
影
響
を
及
ぼ
し
つ
.、
：

あ
：る
も
め
^

銀
銮
金
.の
明
確
性
に
關
し
、
共
に
、
被
れ
蛘
ロ
シ
グ
か
ら
ヒ

：'

ン
十
を
受
付
た
か
も
知
れ
ぬ

」

.と
附
言
し
て
居
0
た
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岁
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a
g
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之
れ
を
要
す
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に
、
ぃ
ロ
‘
.シ
グ
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對
す
る
■ソ
n
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ト
ン
の
關
係
嫂
不
姻
の
裡
に
埋
れ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
が
ソ
1
ン
ト
ン
の
死
後(

ソ 
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ン
ト
¥
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殴
し
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0
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1
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.八
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濟
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千
九
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〇
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著
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.翻
刻
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命
圖
せ
る
時
、
當
時
英
國
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せ
1
ス
ト
ラ
ト
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隱
居
丨
rc
皆
つ
：た

：ロ
ン
グ
は
親
し
く
編
者
に
書
を
贫
ぜ
七
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「

私

は
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ル
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し
：く
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±
ソ
ー
.ン
ト
シ
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千
八
百
六
十
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於
け
っ
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彼
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い
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彼
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認
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が
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彼
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.
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此
の
書
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第
一
部
忆
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い
て
デ
ョ
：丨
、チ
の
遍
^
^

金
に
關
す
る
■
論
を
檢
时
十：

る
':
;°
ミ
‘ル
の
理
論
允
從(

气
貴
銀
比
興
の
爱
拂
は 

‘
こ
i
の)

な
い
邀
廉
か
ら
支
挪
は
れ
る
？
デ
.广

デ

0
理
論
に
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へ
ば
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賃
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拂
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<
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；'チ
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赁
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附
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し
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へ
ば
.
.

1

o

fP -
-も 

著
し
く
大
ぬ
る
實
の
央
厉
基
本
虻
對
オ
る
附
加
が
存
ず
含
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彼
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^
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.
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.
六
四
〇)

. 

39-40 ; 

c
r 

p. 

6
0
0 

、

ニ
.

然
し
な
が
ら
、

ロ
ン
グ
に
從
へ
ば
、
デ
ョ
ー
デ
は
這
简
勞
働
絜
と
其
の
屈
、王
と
の
間
の
關
係
に
關
す
る
奇
墙

.な
る
見
醉
ト
#
;
耍
な
る 

眞
理
と
し
て
誇
示
す
る
も
、
而
も
、‘彼
れ
は
決
し
て
斯
く
の
如
き
觅
解
に
自
己
を
制
舣
す
る
も
.の
で
は
な
か
.つ
：た
0
;彼
^
は「

資
卞
が 

何
で
あ
る
か
に
個
す
る
彼
れ
の
說
明
に
於
い
て
、
又

「

资

本

の
..
E
屬
能」

に
關
す
る
彼
れ
の
説
明
に
於
い
て
、x『

:

皮
れ
が「

貧
銀
：は
資 

,

:本
ょ
：り
吲
き
出
ざ̂

〜

に
非
ず
し
.て
-\
_
遞
洳
ぢ
引
き
出
さ
：.る
丨
祀 ̂

:
高
立
證
す
ざ
>:
!
}日期
.せ
る
章
_
»者
に
於
1/
>
て
：
、
：
全

然

這
® 

勞
資
間
の
關
保
：に
就
い
て
の
理
論̂
身

'®
を
來
し
た
o
彼
れ
は「

斯
く
て
.、
賃
銀
に
於
け
る
資
本
の
支
拂
ば
之
れ
に
對
し

W

賃
銀
が
支
佛 

:は
，る
、
勞
_
考
に
ょ
る
资
本
の
坐
產
を

g

想
す
る」

と
言
ふ
に
.ょ
0
て
自
己
：の
過
誤
を
縣
露
し
た

o

ヂ
ョ
1
デ
の
.贊
紙

截

金"®
論

は

斯 

.へ
：

V

の
.如
く
表
明
せ
：I
■
寒

；̂

麂
全
.に
花
猶
意
る
0
觀
束
有
す
^

.
に
彼
机
の
供
給
す
る
原
料
ょ
.り
:#
成
す
る
が
爲
め
に
.勞
働
者
を
使
用
ず
る
财

«
若
し
<;
は
秦
成
品
は
、
«
れ
が
交
換
む
於
い
.て
勞
_
者 

.
に
與
ふ
名
續
銀
：と

等

ぞ

彼

本

で•

ミ

.斯
く
の
■
飧 

ば
、「

勞
働
の
產
物」

に
代 

,へ
て
實
銀
を
茂
柳
ふ
は
單
に
資
本
象
通
.に
過
ぎ
ざ
る
も
.の
で
あ
る
。
；斯
く
の
如
き
雇
主
^

^

所
の
も
の
は
、
賃
銀
の
.支
拂
.に
宠
當
せ
ら
る
、
富
：若
3
ズ
は
資
本
は
、

〉

、
ル
：の
殽
'<
-
'が
§
く

.-
失
：は
れ
1
若
し
く
は
消
費
せ
ら
る
k
の
で 

は
：な
く
し
て
：
單
に
ょ
々
大
な
る
慣
値
'の
.富

又

は

資

本

と

交

換

せ

ら

る

V
の
で
あ
る
o
:

(

g

f
へ？

::
■
,

「

自
然
的」

若
じ
く
は「

相
對
的」

賃
銀
法
W
は
、
.相
異
れ
る
業
務
に
於
げ
.る
一
.般
的
賢
銀
率
を
決
定
す
る
も
o
で
は
あ
A
が
、
あ
ら
ゆ 

る
r
殊
の
攀
書
に
.於
け
る
勞
働
者
等
が
賃
銀
又
は
#
給 

<於
い
て
每
週
及
び
每
印
取
得
す
る
こ
i
を
#
、
X
取
得
す
る
實
際
s

fs
j
を

 ̂

定
す
る
こ
と
が
な
い
o
'そ
は
德
を
’
定
す
^
も
志
を
決
定
す
る
こ
と
が
^
い
ヾ
實
際
的
賃
龈
率
は
勞
^
わ
各
⑩
^
の
種
類
の
^
要
及
び 

侦
給
間
の
關
係
に
ょ
づ
て
影
響
せ
ち
れ
るo

貨
物
に
對
す
る
.需
要
が
變
動
、し
つ
、
あ
る
交
易
狀
態
：の
下
に
往
っ
て
動
^ *
す
る
が
如
ぐ
*

楚
^
等
.の
^
の
.を
生
產
す
_る
：が
爲
め
.に
要

來

せ

；ら

る

、
勞

働

：の

價

値

.:
^
-亦
動
揺
す
る
？
而
し
て
、
變
動
の
範
圍
は
自
然
的
貴
鉱
の
法
W 

に
.ょ
つ
て
設
定
.せ
ら
る
、
狹
隘
な
る
艰
界
內
に
局
限
せ
ら」

る
、
も
の
で
.は
.あ
.
.る.が
、
而
も
、
勞
働
者
及
び
摩 

の
實
際
的
潰
格
の
決
定
に
際
し
て
解
炎
せ
ら
る
可
き
問
題
は——

產
物
が
販
寶
：せ
ら
.る〜

が
爲
.め
に
生
產
せ
ら
る
.、所に於̂
ては
 

—
—

往

々
に
'し
て
奢
し
く
複
雜
且.

つ
不
確
定
散
る
も
0
、
ブ
で
あ
り
、
又
、
屢

々
，兩
當
事
者
間
に
於
け
る
爭
_
の
生
題
た
る
も
め
で
あ 

る
.。
此
の
問
題
を
.決
定
す
ス
&

件
ば
、
、W
主
及
び
勞
働
■者
間
の
：爭
議
が
仲
裁
に
■.委
せ
，.ら

る

.裁
定
者
の
：裁
決
が
形
.成
せ
ら
'る
可 

.

き
资
料
と
し
て
彼
れ
め
故
に
置
か
る
亦
き
も
.の
で
あ
る
。
M

M
の
問
題
は
、
.抽
象
科
學
の
問
題
と
し
て
は
、
賃
銀
基
金
.の
、
問

題

で 

、仲
裁
の
.實
施
は
貨
物
，の
價
格
と
其
の
，生
產
に
使
'用
せ
ち
る
>
勞
働
者
等
の
賃
銀
の
間
'に
直
接
の
關
係
の
存
す
，爷
，こ
と
を
含
意
す
る
5

 ̂

.
:.
-.
ぃ
■:■
:-
. 

' 

/ 
一：

.

典
の
關
係
が
何
で
あ
る
か
は
メ
ー
:ソ
，ン(Alfred 

X
B
.
. 

M
a
s
o
n
)

及
び
V.

1

ラ
ア(John.

. 

T
'
L
a
l
o
r
)

に
ょ
つ
て
與
へ
ら
れ
た「

可
能
な 

ま
賃
銀
藤
金」

0
說
明
冲
に
下
の
如
ぐ
忙
表
明
せ
ら
れ
る
々「

賃
銀
基
金
は
斷
じ
て
_
本
家
が
甘
ん
じ
て
：勞
働
と
交
換
に
與
，へ
ん
と
*1
>
つ 

、
あ
る
高
を
超
過
す
多
こ
>
を
：得
な
い
？
蔻
し
、
彼
作
は
賃
銀
に
是
ル
よ
ひ
?>
:
以
上
|:
費
す
ょ
り
は
寧
ろ
其
の
资
本
を
使
用
す
る
こ
と 

ン
_

す
；可

唐

が

故

で

れ
^
.

」

然
し
な
；が
ら
、、资
本
家
に
ょ
<>
て
：支
.狒
は
る
、
賃
銀
は
產
物
§
贶
賣
に
な
:'
<
)
^

故

に

、,遨
物

が

愈
^
價
値
大
寒
み
に
ま
冷
て
：
--
'
:■
れ
は
册4

匕
.て
愈
々
#

セ

與

べ

ぷ
<?
:
す
：る
で
あ
ら
.ぅ
？
鬼
に
於
い 

..て
チ
、
へ
產
物
が
價
値
に
於
.い
て
.槽
加
す
る
睽
は
">
.可
能
：な
る
；賃

銀
基
金
は
よ
;1
)
龙
^
る
:^
く
ノ 
x
>

產
物
が
價
値
に
於
：い
て
減
少
す
名 

時
は
、
可
能
^
る
賃
鈒
装
金
牲
よ
り
小
從
名
^.
き
で
.あ
る
し
;0
象
招

§
:
萏d

 Lalor'poliMcal E
B
S
m
y
,

へp
r 23

0

-:°
:

避
れ
等
刚
氏 

.
に
ょ
.つ
て
叙
述
せ
ら
る
\
机
如
き「

可
能
な
る
質
鈒
恶
金」

の
埋
，論
は
ミ
ル
の
其
れ
と
は
著
し
く
相
違
す
る
。
賃
銀
率
ノ
即
ぢ
勞
働
に
對 

:し
て
.吏
狒
は
名
、

價
：胳
を.し
弋
旣
'定
の
_
金
：の
高
に
依
存
せ
：し

む
^
學

說

也

ハb

人
の
雇
生
：が
賃
銀.に
於
い
て
支
拂
ひ
#
る
萵
會
-«
銀

經
濟
文
觖
解
题

»■— •

五

'
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四
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つ
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二

六

人
 

1

5

 

.の
支
拂
は
る
、
仕
事
若
し
く
は
勞
働
の
價
値
に
ょ
，つ
て
直
接
に
.影
響
.せ
.ち
^.
^
も
の
と
說
く
舉
說
と
の
間
に
は
重
要
な
る
相
違
パ
存
す 

:

.̂0
後

0

领̂
_

泡
意
.せ
；
ち

芩

备

_

囊-:
:
の̂

.舟Q
仕
事
に
®

^
て
支
；̂
ふ

官

カ

,i
;<
D
間
に
何
^
の
連
絡
J
存
す
名
こ
と
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
彼
れ
の
占
む
可
き
所
の
も
の
と
は
屈
生 

に
對
し
て
頗
る
相
違
せ
る
關
係
に
勞
働
者
を
置
く
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
這
舣Q

學

說

は

、
、、
ル

の

賃

銀

I

;
理
論
.中
にg

接
何
含 

せ
ら
る
、
所
で
あ
り
、
而
し
て
這
般
の
見
猶
が
猶
ほ
依
然
と
し
て
荷
力
で
あ
り
、
正
銃
の
學
說
と
看
做
さ
る
、
•の
觀
あ
る
が
故
に
、
ロ

ン
グ
は
斯
くQ

如
蠢
る
不
當
に
し
て
嫌
：学

可

き

學

說Q

因
？

生
ず
る
£
ルQ

蒙
に
於
け
る
議
霧
摘
す
る
に
努
め
ん
と
す 

.
る
o
o.
b
i
d
.
, 

pp. 

43.44.)o

.

三

，

■ 

‘
；

:

'

ヂ®

丨
デ
の
著
は
此
の
年(

一
千
八
百
八
十
三
年)

一

月
* Edinburgh. R

e
v
i
e
w

誌
上
に
於
け
るT

h
e

 N
a
t
i
o
l
z
a
f
o
f
L
a
n
d
.

 

と
題
す
る
論
文
中
に
於
いV

評
論
せ
ら
れ
た
。
評
論
家
は
賃
銀
_

に
關
す
る
、、、
ルQ

學
說
を
以
つ
て
、チ
^
1
デ
の
共
れ
に
反
す
f
 

の
と
^
做
す
口
ン
グ
を
以
.つ
て
觀
れ
ば.

勞
掘
者
等
の「

生
則
の
.賓」

が
取
得
せ
ら
.る
八
泉
源
に
關
し
て
は
ミ
ル
.の
，意

見

中

に

多

く

ゆ 

眞
理
が
存
す
る
。.

努
働
贫
等
は
、
他
の
人
類
と
等
し
く
、
生
：產
せ
.ら
れ
た
る
も
の
を
消
費
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
將
さ
に
坐
產
ナ
.ら
I 

ん
と
す
る
所Q

もQ

を
消
費
す
る
もQ

で
は
な
い
。
デ
ョ
ふ
は
、

S
.
Q
取

引Q

震

に

於

い

て

は

、
勞

働

毒

.は

彼

れ

等

が

共

の 

.
貴f

 9

交

拂

对

る

、

仕

事

を

爲

し

遂

s

た
：̂
)養

は

：、
：
彼

れ

等

篇

銀

を

收

：受

す

る

こ

と

な

き

を

以

づ

4
說
く
。
■

て
部
ら
ば
ク
彼
れ
等
玟
禪
か
に
這
般
ゎ
仕
事
の
遂
行
中
、
.被
れ等

：，

I

.生
CD
:資
本
に
ょ
夕
贏
睜
せ
ら
れ
ぎ
る
.も
：ト
 

_
る
。
努
働
者
：は
恰
も
其
の
劈
働
篇
入
す
.る

雇

主

實

ル

て

，

奪

ゆ̂

妨

に

立

つ.
4の

で

ぁ

ま̂

_
者

は

、
、劣

商

人

が

其
9
顧

客

の

貨

.

•
て
其
の
®
:主
の
資
本
に
よ
っ
て
維
持
せ
&
る
X
も

の

で

は

な

：い
。
.
加

之

，デ

，9
1
デ
の
說
く
が
如

く

、勞
働
者
に
よ
っ
て
提
供
せ
ら
る
、

-:
■

( 

.
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.
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.
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. 
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「

，
•

.

,
:勞
働
の
贋
値
が
之
れ
に
對
し
て
.支
拂
は
る
V
賃
銀
の
.價
値
よ
^
も

以

上

：で̂
る

可

き

：こ

と

が

、

7勞
働
の
購
人
に
資
本
を
使
用
す
る
の
過 

.程
に
對
し
.て
缺
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
.る
.こ
：と
、
，：：又

、
:«
ぐ
の
如
き
雇
主
の
資
本
に
對
す
る
.增
加
が
貧
銀
.の
支
拂
は
る
、
以
前
に
生
へ 

.「「

ず

る

こ

と

は

眞

で

參

る
o':
;,'

ロ
タ
グ
は
之
れ
を
炭
酸
業
に
於
げ
る
過
程
に
よ
っ
て
：說
明
す
.る
。(ibid, 

P
P
,

吝

這

箇

賃

銀

蕋

金

增
 

一

：

' 

• 

加
の
理
論
ば
ア
ダ
ム
，
ス
ミ
ス
ひ
原
理
と
—*
致
す
る
ル
の
で
あ
る
0ぺ
名
色
^
'0
£

?
は
窺
，
 ̂

i 

E
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
'
o
d
.
d
t
.
,
p
p
*

‘
oo
^
vo
.
o
o

I 、
.

：
 

「

賃
銀
は
勞
働
の
需
要
及
び
供
給
！
或
仏
が
屢
次
表
明
せ
ち
る

〜

が
如
く
.、
：人
0
.と
資
本
^
の
陬
の
比
例
に
依
賴
：す
名
の
で
あ
る。

,;

 

I.

-': 

人
口
に
よ
づ
て：

愛
に
は
唯
り
勞
慟
階
級
の
數

V

或
ひ
は
寧
ろ
雇
は
れ
て
，仕
事
を
爲
す
者
の
數.を
意

味

し

、
：又

、

資

本

に

よ

っ

て

酸

”
流
 

r

■

:
.
動

資

本'%
而

も
.又
其
の
|

:に
す
ら
非
ず
し
て
、
勞
働
の
直
接
購
入
に
费
さ
る
、
部

分:1
思
味
す
る
。.-
'然
じ
な
.が
ら
、
之
れ
に
對
し
て 

i 

: 

資
本
の

.
ー
ハ部
を
形
成
す
名
こ
と
な
く̂

て
勞
働
と
交
換
に
支
拂
は.る
、
；總

べ

て

の

基

^

l附
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
英
士
-
家
僕
及 

「 

び
他
：の
總
ベ
て
の
不
生
産
的
勞
働
者
の
賃
銀
の
如
き
が
：是
れ
：で
あ
る

:0
不

幸

に

し

：
て

T

國
：の
貨
銀
基
金(wages-fun

vs
と
稱
せ
ら
れ
#.
,
 

..

:可
き
所
の
も
の
\
總
體
を
.一
の
.有
り
ふ
ル
た
る
名
辭
に
よ.っ
て
表
明
す
る
.の
方
法
は
存
す
：る
と
と
が
仏
い
の
，で
あ
る0而
し
て
、
坐
遽
/
.
 

I
」

',
.

.

:
的
勞
働
0
賃
銀
は
殆
ん
ど
這
般
の_基
金

.0
:全
部
1
形
減
す
岑
が
故
に
、
よ
け
小.に
し
て
、
よ
り
重
要
な
ら
ざ
る
部
分'^
看

過

し

、

■:

賃

銀 

一
 

.一：は
人

：ロ

及

び

資

本

に

依

存

す

.る
：
と

M
.
4

の
常
で
'あ
^
。
這
般
の
表
明
法
を
使
用
す‘含
便
宜
で
は
お
る
が
"
.而
も
是
れ
を
以
つ
て#
略

.
 

i

V

せ
る
所
あ
る
も
の
で
あ.つ
て
、
完
全
な
る
眞S
の
精
確
な
る
叙
述
と
し
て
着
做
さ
る
可
き
も
の
で
な
：い

こ.a：
を
記
憶
し
な
け
れ
ば
な
ら

..
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.似
0
:斯
く
の
如
き
名
辭
0
制
限
を
以
つ
て
す
れ
ば
、.賃
銀
は
啻
だ
に
資
本
及.び
人
ロ
の
相
對
的
の.高
に
依
存
す
る
の
.み
な
ら
ず
、
競
赞 

一

-

:
の
.支
配
下
.に
於

い

；
て
；
は

*
あ
&'
ゅ

る

他

の

物.に
よ
0
セ

影

響

せ

ふ

る

、

こ

^
を

得

ざ.る
も
.の
で
.あ
义 ̂

:

|;;
.

-

-

經
濟
交
献
解
遛
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疆

嗜
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着
啟
名
隹
使
佣
嗛
^
る

、
瀲

暮

金

め

鴻

加

妃

：
ょ

^

かQ
外
、
增
加
す
る
こ 

>と
あ
り
#
す

象

の

.'で
，
あ
，
つ
；
，
て
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支

拂
.ふ
が

爲

め

に»
せ
>̂
..る
^
基

金

，の
：
減

少

，に

由

る

か

い

^

し 

く

は

支

娜

は

，る

可

き

劈

.

^
の
掌
の
增
加
に
d

^
か
孰
れ
か
の
外
-
敗

落

す

：

こ

と

能

は

ざ
^
も
の
.で
^
0̂

を

日

、
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.

.一

-
ロ
ン
ダ
に
#
.へ.ば
、
斯
ぐ
.の
.如
含
潭
句
#
他
か
に
.雇
主
'->
勞
侧
#
と
の
.間
.に
於
ぃ
て
'時
々
處
.々
；に
坐
ず
る
契
約
の
結
^
と
^
れ
'等
 ̂

約
の
條
件
'に
.影
響
す
•る
事
情
とQ

混
同
を
包
含
す
る
o 

.

「

_

0
國
の
資
本」

な
'^
概
念
は
勞
働
者
.れ
雇
修
に「

使
用
せ
ら
れ
一
若
し
く
は 

「

費
さ
る
、」

遍

邋

聋」

.に
屬
す
る
伺
_
語
と
し
て
、
^「

其
の
國
0
人
：ロ」

は「

威
傭
'に
對
す
る
鑛
爭
ぎ
及
び「

支
拂
は
る
可
き
勞
勤
者」 

,
.に
翁
す
る
同
義
語
と
し
て
現
れ
る
〒
询
に
、此
.
0章
句
は
奇
怪
な
％
識
想
の
混
同
免
含
意
す
る
0 (. 一

)

そ

は

資

本

；を

勞

働

に

對

す

る

「

售

'
. 

s」

'-
i
同

-
視
す
る
：
，斯
べ
の
飢
き
も
：の
は
需
要
汲
び
供
給
原
.理
0
完
全
な
る
誤
_
及
び
誤
述
|:
.包
含
す
る
觀
念
の
混
同
で
あ
る
0
一
の 

供
給
額
が
寶
却
せ
ら
る
<
價
格
を
^

^
す
る
と
想
.像
せ
ら
る
、

一
貨
物
に
對
す
る「

需
要」

は
欲
望
_せ
ら
る
k
冗

貨

物

の

數
量
で
あ
•つ 

：

て
、
他
.の
貨
物
の
.數
量
で
は
な
.い
。
ミ
ル
自
身
は
其
の
論
篇
の
後
の
部
分
.に
於
け
名
其
の
需
耍
及
び
供
給
原
理
^
說
明
に
於
い
て
、
這 

般
の
意
味
金「

需
要
-

」

に
：
歸

與

す

る0 (Mill, 

O
P
.
C
F

 
B
o
o
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HI, 

chap. 

i
o
o 

(

1
0そ
は|

國
內
に
於
け
る
勞
働
の
有
o
と
あ
ら
ゆ 

名
供
給
に
.對
す
‘る
需
要
を
決
定
寸
，る
事
情
を
、
：其
の
國
內
に
存
ず
る
事
情
に
局
阪
す
る
の
で
あ
る
が
、
7 |
)
,
、̂
#
人
.の
最
も
3 1

耍 

.坐
產
的
職
業
の
或
：る
も
の
に
於
け
る
勞
働
に
對
す
る
需
要
を
決
定
.せ
る
事
情
が
.其
の
勞
働
の
產
物
に
對
す
る
市
場
が
影
響
せ
ら
る
V
諸 

外
调
に
得
龙
し
つ
、
あ
る
事
情
で
あ
る
こ
と
は
あ
ら
ゆ
飞
ス
の
知
る
视
で
あ
る

0
 

(

15
ニ
國
の
特
殊
の
職
業
に
於
け.る
贊
銀
戴
.が
一
國
，

■:
内
に
於
け
.る
勞
顧
0
全
部
的
供
給
及
び
之
れ
に
對
す
る
全
部
的
霈
要
.の
高
に
ょ
つ
て
規
制
せ
ち
：る
、
を
得
可
し
と
做
す
の
.概
念
は
、
k
 

. 

.成
拥
總
.和
の
全
部
.を
.し
て
其
の
組
成
せ
ら
る
、
各
項
目
.の
高
'を
決
定
せ
し
む
る
、も
0
に
等
し
き
觀
念
0
混
同
を
包
含
す
る
0 (

四)

一
國

!!

"の
種
^
な
る
職
業
把
於
け
る
勞
働
铃
現
實
的
價
格
を.
|‘
國
內
に
於
い
て
.切
に
虜
入
：を
求
め
句
、
ぁ
，る
總
べ
：
て
.の
勞
働
者
の
一
般
的
競̂ 

:に
ょ
づ
弋
規
制
せ
：ち
る
、
も
の̂
說
く
に
於
：い
七
フ
彼
れ
：は
自
徽
的
賃
錕.
法
則
釔
勞
働
0
抵

霞

,̂:

即
ち
.現
» ;
的
實
鈒
_
法
則
と 

.混
同
乜
つ
汾
ぁ
る
も)

の
で
ぁ
：る
.？
.彼

れ

は

實

に

，
一

._
0:
全
然
相
異
れ
：る
原
理
を4̂

而
し
セ
其
の
办
然
め
結
果
は
無
意
味
：の
：崎
形
を
坐
み
出
す
わ
往
つ
：东

：

(

藍

.

)
P. 

.
5
0
丨52. 

X

■
パ 

;-
ロ
，ン
グ
は
斯

.:
<
:の
：如

彭

卑

ル0
賃

銀

法

則

ぞ

议̂

せ
■ち
る
、
も
の
各
觀
^
生
^

^

突̂
換
し
あ
り
分
離
す
る
の
不
條
理̂
指
摘
し
、
，而
-
^
>生
產

桊

；に
：於

け

る

勞

働

<£
>
:使
用

は#

 ̂

に

對

す

る

富

の

ー

交

換

の

敏

顆

に

過

ぎ

ざ

る

こ

と

を

主

張

ず

る

允

ミ

を

:能
ば
、
，單
に
、
：勞
働
者
等
が_
の
生
計
.6
0

»
に
^-
ぺ
セ
.彼
れ
^
提
供
す
本
仕
棗
0
:量
若
し
く
は
儕
値
ぬ
何 

:

定
'せ
ら
れ
た
.

1
を
し
：て
彼
札
妨
其
：の
取
爲
し
得
；る
腋
け
多
數
の
勞
働
者
等
支
維
持
ぜ

1>
^.
る
ぬ
存
す
右
の

: ゼ
、：> 

使
傭
せ
ら
芩〜

勞

慟

霞

：の
數
は«
至
0
市
場
が
要
求
す
苛
き
產
物
の
、數
量
若
し
く
は
其
の
賣
ら
る
可
ぎ
價
格
に
，何
等
拘
る
所
飧

. 

.

.

.

.

.

.

.
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.

.

.

 

.
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,
 
.
 

'
.
.
.
.
. 

■
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,
•
•

 

•
 

•
 

....... 
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...

..

ぐ

、
：彼̂

に
對
し
て.
_已
^
.雇
人

を

申

じ

出

セ
.：;0
ち
ぁ
务
勞
働
者
の
數
ぬ
全
然
依
存
ず
可
き
で
ぁ
石
.士
：考
ふ
‘に
：存

す

る̂

.然
る
に
シ
：眞
€.
理
論
#

資
本
家
を
以
つ
て
、
確
め
ら
れ
た
る
需
要
に
應
ず
石

S

目
的
を
以
つ
て
絕
え
ず
其
の*
ホ
を
€.
砠
し
、
©.
ぐ
1
 

..て
_叉
^
利
潤
と
共

：に

、
.：

使
用
せ
.ち

る

、
資

本

量
.の
復
歸
を
確
保
し
つ
、#
る
も
の
と
說
き
，
他
方
に
於
い
て
、
切̂
雇

ん

を

求

が

つ

ー

、
 

ぁ
石
勞
働
胬
の
數
如
何
に
枸
ら
ず
、
.脑
主
は
單
に
彼
れ
が
這
舣
の
目
的•を
遂
行
す
る
が
爲
め
に
要
求
す
る
贴»)
'
多
<;
-
_
の

者

を

使

傭

す

る
 

に
過
ぎ
ざ
る
可
し
做
す
の
で
ぁ
る
。
其
の
買
物
の
選
擇
に
際
し
て
普
通
の
購
入

#
を
指
導
す
る
と
同
一
原
理
の
上
に
行
動
し
て
、M
由 

は
啻
だ
に
低
率
の
賃
銀
と
低
廉
な
る
勞
働
と
の
間
の
相
違
を
承
詉
す
る
の

‘み
な
ら
ず
、
各
箇
の
勞
働
者
に
對
す
る
彼
れ
の
支
拂
能
力
は 

•«
0
勞
働
者
が
之
：れ
；.に
代
-
て
彼
れ
：に.提
供
す
贫
き
仕
事
：の
蒿
及
び
價
値̂

經
擠
文
献
僻
癉
.
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C
1

六

盼

5 '

よ

り

大

な

る

に

比

例

し

て

よ

り

大

な

る

賃

銀

を

亥

拂

ふ

こ

と

を

得

る

と

共

に

、

又

之

れ

を

支

拂

は

ん

と

し

つ

、

あ

る

で

あ

ら

ぅ

ô
i
b
i
d
,
.
,
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S
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5
7
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.
本

著

.中

に

現

れ

た

ロ

ン

グ

の

賃

銀

理

論

-は

古

典

的

經

濟

理

論

の

中

に

潜

む

階

級

的

對

立

關

係

の

不

贺

避

を

免

れ

ん

と

し

て

ぃ

幕

要

供
 

給

說

の

裡

ょ

J

、

收

益

說

が

徐

々

に

其

の

發

達

を

見

0 

V
あ

つ

.た

時

代

の

產

物

で

あ

.る

。

ミ

ル

は

彼

れ

^

ソ

丨

ン

K

ン

の

攻

擊

に

屈

服
 

1

.て

後

に

於

ヤ

て

も

猶

ほ

、

此

の

問

題

に

關

す

る

最

近

の

.討

_

の

成

果

は

未

だ

經

濟

學

.に

關

ず

る

一

.
般

的

論

述

中

に

編

入

せ

ら

る

V
想
 

に

成

熟

せ

ざ

る

旨

を

言

明

し

.て

、

.其

の

『

經

濟

原

論

』

中

に

於

け

名

賃

銀

基

金

說

の

說

明

に

断

し

て

變

更

1

加

ふ

こ

と

が

な

か

つ

'た

ゃ
 

(
p
r
i
n
c
i
p
l
e
s
,

 

7
t
b

 

e
d
.
,

 

1
8
7
1
, 

p
r
e
f
a
c
e
.
)
。

彼

れ

-の

逝

去

後

、

幾

許

も

な

く

ジ

'

ン

•
'エ

リ

オ

ッ

ト

•
ケ

ア

ン

，ズ

(
J
o
h
n

 

E

mQ;
t
t 

o
a
i
m
e
s

)

は

其

の
 

S
o
m
e

 

L
e
a
d
i
n
g

 

F
r
i
h
d
p
l
e
s

 

o

r'p
o
H
t
i
c
a
l

 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

n
e
w
l
y

 

e
x
p
o
&
d
e
d
,

1
00
7
4.
中

よ

於

/>
て

再

^
賃

^

基
 

金

說

を

取

り

上

げ

て

之

れ

を

精

赍

し

、

ロ

ン

グ

の
『

排

擊

J

に

現

れ

た

所

論

に

對

し

て

.は

\
資

本

に

»-
す

る

勞

働

の

關

係

に

よ

つ

：
て
 

せ

ら

る

、

賃

銀

の

ー

般

率

蒞

し

，く

は

序

均

率

の

对

能

性

を

主

張

し

た

の

で

あ

る

：が

*

:(

§:
-
产

p

r.1
1
,
_
§
,
3
‘
)
、

而

.も

、

ル

れ

は

貨

銀
 

恶

金

說

の

特

徵

を

抛

棄

す

る

に

由

つ

て

、

能

く

»

亂

*

金

說

を

«

龄

し

得

た

る

も

0

で

あ

り

、

'之

れ

に

«:
'

つ

て

«

^
學

說

1 1
史

配

的

地
 

■

を

占

:̂
名

昼

各

^

音

「

收

益

.說

」

は

實

に

斯

學

說

：の

#

說

者

た

：る

紙

れ

0

所

論

和

に

％

腐

つ

.
て

居

令

だ

'<
£
>
^

、者
..f

シ

リ

ィ

•
.デ

® 

!
デ

は

賃

銀

亦

資

本

よ

：攻

引

.

出

さ

：れ

免

し

.で

、

勞

働

の

產

物

よ

り

支

撕

は

る

^
も

の

な

苓

こ
- ^
を

生

張

す

る

も

 

の

で

あ

0
た

0
へ

_

ン

.グ

；
は

ザ

*
:
:1

デ

の

--
般

的

主

張

の

不

«

理

.

^
め

、

其

の

提

唱

ず

る

.

^

策̂

亦

却

<>
て

進

步

に

伴

.へ
：る

#

鵾

」

を
 

增

加

す

可

き

こ

-̂
を

認

む

る

も

の

で

は

あ

：つ

：た

が

"

酿

も

寒

の

賃

銀

論

に

於

い

て

ん

'1
'
:大

體

に

於

い

ぜ

’

彼

れ

と

同

1

の

カ

^

に

间

づ
 

て

進

ま

ル

と

せ

ん

も

の

で

あ

1

:

_
が

て

、

實

銀

は

或

る

人

妙

無

地

代

地

を

耕

作

す

る

に

由

つ

て

生

ず

る

產

物

虼

よ

づ

て

決

定

せ

ら

る

り

、

X
と

做

す

デ

r

丨

デ

の

意

見

に

暗

示

を

得

て

ジ

r

ン
•
ベ

丨

ツ
•
ク

ラ

ー

ク

(

J
o
htJ
'
'B
a

¥
 Cl

a
i
：k

3

の

哏

界

生

產

カ

說

が

規

る

、

こ

と

>

爲

る
 
0

-V
-

.

•

 

. 

' 

. 

'
.
/
; 

: 

.

'

••
'

:
:-
'
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:;
'
. 

.
>
.

:,
;:
.;

•
:
•:
,

て

'.
,

.

:

•

,

.

t

v

の

前

著

『

賃

銀

基

金

說

排

擊

』

と

本

書

と

.の

.間

に

：は

實

に

十

有

七

年

の

歲

月

が

流

れ

た

。

其

.の

間

に

於

い

て

眼

#'
效

.用

理
 

ゥ

ィ

リ

ア

ム

•
ス

タ

ン

リ

：

ジ

エ

ダ

ォ

ン

ズ

等

に

ょ

つ

て

確

立

せ

ら

れ

た

。

而

も

、

-1
1
シ

グ

：は

這

般

の

理

論

を

深

く

究

め

，て

、

其

の

基
 

金

說

批

剕

を

限

棵

生

產

カ

說

に

迄

進

展

せ

し
.'

む

る

こ

と

な

く

'、

僅

か

に

メ

ー

ソ

ン

及

び

レ

ー

ラ

ア

の

如

き

今

日

で

は

最

早

^

#

の

記

憶
 

か

ら

消

ぇ

失

せ

た

ニ

流

认

下

の

著

書

を

引

用

し

て

僮

か

に

其

の

收

益

說

0;
步

を

進

め

た

に

過

ぎ

な

か

づ

た

0
彼

れ

は

.其

の

舊

著

が

ホ

ル
 

ラV

ン

ダ

ー

に

ょ

つ

：
て

翻

刻

せ

ら

れ

，

其

‘の

名

聲

が

經

濟

學

界

に

_

つ

て

後

も

'
猶

ほ

暫

く

餘

て

* 

I

千

九

百

十

¥

を

以

つ

て

彼
れ
の
一
千

.八

百

八

±.
ー
ー
年
の

#

は

菊

判

五

十

八

頁

の

小

冊

子

で

^

る

。

愛

に

は

其

の

表

紙

を

寫

眞

版

と

し

て

揭

げ

る

。
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